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「ぐるっと生瀬」の取組みについて

「ぐるっと生瀬」運行協議会
阪 急 タ ク シ ー 株 式 会 社
西 宮 市 交 通 計 画 課
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地理・地形の状況（２）

武庫川 武庫川
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人口・高齢化の状況
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これまでの取組経過

～平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

各自治会での活動 地元協議会の立上げ
・無料試験運行
・地域の合意形成

・第１回有料試験運行
・地域の公平性重視

・第２回有料試験運行
・事業の採算性重視

本格運行
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本格運行（H27.10.1 ～ ）

本格運行

・運行期間：H27.10.1～

・運 賃：大人300円、小人200円、

小学生未満は無料

・起 終 点 ：阪急・JR宝塚駅

・車 両：14人乗り小型バス (常用)、・車 両：14人乗り小型バス (常用)、

10人乗りｼﾞｬﾝﾎﾞﾀｸｼｰ (予備)
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宝塚市

西宮市



乗車人数

目 標
１年目：平均乗車人数７０人/日（以上）

２年目：平均乗車人数８５人/日（以上）

３年目：平均乗車人数１００人/日（以上）
黒字化の
目 安

43.3 

66.8 
83.7 

60.0 

80.0 

100.0 

３年目：平均乗車人数１００人/日（以上） 目 安

平均乗車人数の推移
（人/日）

収支率８８％
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第１回有料試験運行 第２回有料試験運行 本格運行

（H28.9末時点）

９３％UP！

収支率８８％



市の支援

・専門家派遣
・関係機関との協議/調整
・地域公共交通会議の運営
・運行に係る費用の助成など

(1) 運行損失に対する助成
以下の２つの基準の下、運行損失に対して助成する。
（ア）限度額：600万円／年
（イ）助成率：60％

助成内容

・運行に係る費用の助成など
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(2) 車両の購入に対する助成
車両減価償却費(金融費用を含む)を、５箇年に分割して助成する（全額）

(3) バス停留所標識の設置等に対する助成
バス停留所標識のデザイン、製作及び設置に要する費用を助成する（全額）



市（行政）から見た『ぐるっと生瀬』のポイント

① 行政に依存しない地域主体の取組み

② 『地域活性化』を重点目標に！② 『地域活性化』を重点目標に！

③ 交通アドバイザーの存在

④ 地元に根付くための
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④ 地元に根付くための
運行者（阪急タクシー）の体制

⑤ 関係機関との円滑な協議


